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【
う
ら
へ
続
く
】

　

２
０
１
８
春
闘
。「
持

株
総
分
会
は
99
・
18
％
で

ス
ト
権
を
確
立
し
た
」「
満

額
獲
得
し
て
ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

組
織
見
直
し
。「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
シ
ス

テ
ム
研
究
所
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
基
盤
技
術
研
究
所
、

未
来
ネ
ッ
ト
研
究
所
の
一

部
で
組
織
見
直
し
が
行
わ

れ
る
」「
実
施
時
期
は
４

月
１
日
。
ロ
ケ
移
動
は
な

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

裁
量
労
働
制
問
題
。「
不

適
切
な
デ
ー
タ
は
５
０
０

　

築
地
市
場
の
豊
洲
新
市

場
へ
の
移
転
に
つ
い
て
、

小
池
知
事
は
３
月
１
日
の

都
議
会
本
会
議
で
、「（
築

地
市
場
を
）
中
央
卸
売
市

場
と
し
て
再
整
備
す
る
考

え
は
な
い
」
と
発
言
し
ま

し
た
。

　

発
言
は
、「
築
地
は
守

る
、
豊
洲
を
活
か
す
」
と

う
た
い
、
築
地
市
場
に
つ

い
て
「
仲
卸
の
目
利
き
を

活
か
し
た
セ
リ
・
市
場
内

取
引
を
確
保
・
発
展
」
と

明
記
し
た
基
本
方
針
（
昨

年
６
月
発
表
）
を
反
故
に

す
る
も
の
で
す
。「
築
地

ブ
ラ
ン
ド
を
生
か
す
」
と

言
っ
て
い
た
知
事
が
い
ま

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の

は
、
民
間
主
導
の
築
地
再

開
発
で
す
。
市
場
関
係
者

か
ら
「
私
た
ち
を
だ
ま
し

て
い
た
の
か
」
と
怒
り
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
洲
新
市
場
の
土
壌
汚

染
対
策
に
つ
い
て
も
、
昨

年
、
対
策
工
事
を
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
地
下
水
か

ら
環
境
基
準
の
１
６
０
倍

も
の
ベ
ン
ゼ
ン
な
ど
を
検

出
。
都
の
追
加
対
策
工
事

は
、
専
門
家
か
ら
汚
染
除

去
の
効
果
が
な
い
と
批
判

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
池
知
事
に
求
め
ら
れ

て
い
る
の
は「
食
の
安
全
・

安
心
を
守
る
」「
築
地
を

守
る
」
と
い
う
約
束
を
守

り
、豊
洲
移
転
を
中
止
し
、

築
地
市
場
の
現
在
地
で
の

再
整
備
に
踏
み
出
す
こ
と

で
す
。

「
築
地
を
守
る
」
は
ど
こ
へ

 

小
池
都
知
事
が
「
市
場
造
ら
ず
」
発
言

　
  

業
者
か
ら
「
だ
ま
し
た
の
か
」

　

外
務
省
の
気
候
変
動

に
関
す
る
有
識
者
会
議
は

２
月
19
日
、
太
陽
光
や
風

力
な
ど
の
発
電
を
国
内
外

で
推
進
す
る
「
再
生
可
能

も
、「
石
炭
利
用
を
進
め

る
政
策
が
国
際
社
会
の
厳

し
い
批
判
を
受
け
、
日
本

外
交
の
隘あ
い
ろ路
と
な
り
始
め

て
い
る
」
と
指
摘
。
国
内

の
石
炭
火
力
を
段
階
的
に

廃
止
す
る
行
程
表
の
提
示

を
求
め
ま
し
た
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
し
て
は
、
２
０
３
０

年
度
の
発
電
電
力
量
の
22

〜
24
％
を
賄
う
と
す
る
政

府
目
標
に
つ
い
て
、「
市

場
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

で
き
て
い
な
い
」と
批
判
。

日
本
が
「
脱
炭
素
化
」
を

主
導
し
、
国
際
社
会
の
ル

ー
ル
づ
く
り
に
参
画
す
る

よ
う
訴
え
て
い
ま
す
。

件
を
超
え
た
」「
安
倍
首

相
は
裁
量
労
働
制
を
切
り

離
し
た
」「
世
論
と
野
党

６
党
の
結
束
の
成
果
だ
」

「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
制
度
も
同
じ
残
業
代

ゼ
ロ
制
度
だ
」「
働
き
方

改
革
法
案
は
ま
る
ご
と
や

め
る
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
の
ぞ
み
」
台
車
の
イ

ン
シ
デ
ン
ト（
昨
年
12
月
）

の
原
因
判
明
。「
鋼
材
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
外
交
」
の
展

開
を
求
め
る
提
言
を
ま
と

め
、
河
野
外
相
に
手
渡
し

ま
し
た
。

　

提
言
は
、
国
の
基
本
計

画
に
盛
ら
れ
た
、
原
発
を

「
重
要
な
べ
ー
ス
ロ
ー
ド

電
源
」
と
位
置
付
け
る
考

え
方
を
「
既
に
過
去
の
も

の
」
と
し
、
原
発
へ
の
依

存
度
を
限
り
な
く
低
減
し

て
い
く
よ
う
要
請
し
ま
し

た
。
火
力
発
電
に
つ
い
て

原
発
依
存
か
ら
脱
却
を

　

外
務
省
有
識
者
会
議
が
提
言

削
り
す
ぎ
て
疲
労
破
壊
が

起
き
た
の
が
原
因
だ
と
い

う
」「
川
崎
重
工
業
製
で

は
１
４
７
台
が
強
度
不
足

だ
っ
た
」「
人
命
に
直
結

す
る
重
要
部
品
だ
」「
ま

た
も
や
日
本
の
技
術
の
信

頼
を
落
と
す
大
問
題
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
京
マ
ラ
ソ
ン
で
設
楽

悠
太
選
手
が
日
本
記
録
更

新
（
25
日
）。「
16
年
ぶ
り

に
更
新
し
た
。
す
ご
い
」

「
１
億
円
の
報
奨
金
が
実

業
団
陸
上
競
技
連
合
か
ら

出
る
」
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　
　

×　
　
　
　

×

　

平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
閉

幕
。「
カ
ー
リ
ン
グ
チ
ー

ム
が
銅
メ
ダ
ル
、
良
か
っ

た
」「
韓
国
戦
・
イ
ギ
リ

ス
戦
、
緊
迫
し
た
試
合
を

戦
い
抜
い
た
」「〝
そ
だ
ね

ー
〞の
明
る
い
声
が
い
い
」

「
マ
ス
ス
タ
ー
ト
で
高
木

菜
那
選
手
が
金
メ
ダ
ル
。

冷
静
な
判
断
は
見
事
だ
っ

た
」「
小
平
奈
緒
選
手
が

謙
虚
に
チ
ー
ム
に
感
謝
し

て
い
て
好
感
を
も
て
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

爆
弾
低
気
圧
。「
各
地

で
被
害
が
出
て
い
る
」「
北

海
道
で
は
猛
吹
雪
、
ホ

ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
の
被
害
」

「
東
京
の
風
は
予
想
ほ
ど

で
な
か
っ
た
」「
１
日
の

夜
、
関
東
で
春
一
番
が
吹

い
た
」「
昨
年
よ
り
12
日

遅
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
１
日
の
月
は
雲
が
飛

ば
さ
れ
て
き
れ
い
だ
っ

た
」「
２
日
も
満
月
が
大

き
く
き
れ
い
だ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

値
上
げ
の
春
。「
１
日

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
物
価
が

上
が
っ
た
」「
ゆ
う
パ
ッ

ク
の
個
人
向
け
が
平
均
12

％
値
上
げ
に
な
っ
た
」「
ア

サ
ヒ
ビ
ー
ル
は
飲
食
店
に

原発ゼロ☆国会前大集会
－福島・共に未来へ－

3・11追悼－福島原発事故から7年
NO NUKES！ ENERGY AUTONOMY！

市民と野党の連携で1日も早い「原発ゼロ」を！

3 月 11日（日）17:00 ～ 19:00
【場所】国会正門前（南庭）＆首相官邸前
＜国会正門前エリア＞著名人や政治家をゲストスピーカ

ーに迎えた集会です。

＜首相官邸前エリア＞コール中心の抗議を行います。

【主催】首都圏反原発連合

　

核
保
有
国
で
あ
る
英
国

の
議
会
上
院
は
20
日
、
国

連
の
核
兵
器
禁
止
条
約
に

関
す
る
討
論
を
行
い
ま
し

た
。「
条
約
に
英
国
が
署

名
す
る
第
一
歩
に
な
り
う

る
」（
キ
リ
ス
ト
教
指
導

者
ら
の
声
明
）
と
歓
迎
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

討
論
を
主
導
し
た
ミ
ラ

ー
議
員
（
自
民
党
）
は
、

１
２
２
カ
国
の
賛
成
多
数

で
採
択
さ
れ
た
条
約
は
、

核
兵
器
禁
止
条
約

核
保
有
国
・
イ
ギ
リ
ス
上
院
で
討
論

　

国
連
で
の
採
択
は
「
最
も
明
る
い
兆
し
」

と
へ
の
「
世
界
の
大
多
数

の
国
の
失
望
の
結
果
」
だ

と
指
摘
。
英
国
が
核
軍
縮

で
役
割
を
果
た
す
よ
う
促

し
ま
し
た
。

　

英
国
教
会
チ
ェ
ル
ム
ス

フ
ォ
ー
ド
教
区
主
教
で
あ

る
コ
ト
レ
ル
議
員
は
、
国

連
が
条
約
を
採
択
し
た
こ

と
は
、「
最
も
明
る
い
兆

し
」
だ
と
語
り
、
条
約
へ

の
署
名
を
促
し
ま
し
た
。

　

米
国
の
核
の
傘
の
下
に

あ
る
日
本
政
府
は
条
約
の

批
准
・
署
名
を
せ
ず
、
条

約
の
邦
訳
さ
え
作
成
し
て

い
ま
せ
ん
。
政
府
の
方
針

と
異
な
る
こ
と
は
国
民
に

知
ら
せ
な
い
安
倍
政
権
の

異
常
な
姿
勢
を
表
し
て
い

ま
す
。

詐
欺
師
天
国
・
日
本
に

喝
！

核
保
有
国
が
軍
縮
義
務
を

順
守
し
て
こ
な
か
っ
た
こ

税逃れで増幅

１％に世界の富 82％

　　オックスファム報告書

　

国
際
援
助
団
体
オ
ッ
ク

ス
フ
ァ
ム
は
１
月
22
日
、

「
富
裕
層
で
は
な
く
、
労

働
者
に
報
酬
を
」
と
題
し

た
報
告
書
を
発
表
し
ま
し

た
。

　

２
０
１
７
年
に
生
み
出

さ
れ
た
富
の
82
％
が
わ
ず

か
１
％
の
超
富
裕
層
の
ポ

ケ
ッ
ト
に
入
り
、
下
位
50

％
の
37
億
人
は
１
円
た
り

と
も
収
入
が
増
え
て
い
な

い
と
指
摘
、〝
貧
富
の
格

差
拡
大
は
良
く
な
い
〞
と

言
い
な
が
ら
も
、
行
動
し

な
い
各
国
の
指
導
者
や
ビ

ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
を
批
判

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
格
差
拡
大
の
解

消
の
た
め
に
、「
生
活
で

き
る
賃
金
」
や
「
デ
ィ
ー

セ
ン
ト
ワ
ー
ク
（
働
き
が

い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕

事
）」
を
労
働
者
に
保
障

す
る
重
要
性
を
強
調
。
富

裕
層
に
対
し
て
は
、
税
逃

れ
を
許
さ
な
い
仕
組
み
を

つ
く
り
、
応
分
の
負
担
を

求
め
る
と
と
も
に
、
教
育

や
社
会
保
障
分
野
へ
の
歳

出
を
政
府
が
増
や
し
、
再

分
配
機
能
を
強
め
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

卸
す
業
務
用
ビ
ー
ル
を
値

上
げ
し
た
」「
フ
ジ
ッ
コ

な
ど
の
昆
布
製
品
は
中
身

が
減
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
葉
物
野
菜
の
高
騰
が

続
い
て
い
る
」「
２
月
末

に
は
安
く
な
る
と
言
っ
て

い
た
の
に
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

花
粉
飛
散
が
最
盛
期
。

「
今
年
は
杉
花
粉
の
飛
散

が
多
い
と
い
う
」「
薬
を

飲
ん
で
い
る
が
、
く
し
ゃ

み
が
出
て
大
変
だ
」

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
始
ま

り
最
近
の
地
面
師
詐
欺
な

ど
ダ
マ
シ
が
横
行
。
こ
れ

ら
は
個
人
や
企
業
な
ど
を

騙
す
の
だ
が
、
国
民
や
都

民
を
堂
々
と
騙
す
の
が

安
倍
首
相
や
小
池
都
知

事
だ
。
ア
ベ
首
相
は
「
国

民
の
命
を
守
る
」
と
い
っ

て
自
衛
隊
員
の
命
を
危
険

に
さ
ら
し
、
国
民
の
お
金

で
戦
争
用
の
武
器
を
大
量

に
買
う
。
コ
イ
ケ
知
事
は

「
築
地
は
守
る
」
と
い
っ

て
都
民
の
票
を
か
す
め
取

り
、
豊
洲
移
転
を
決
め
る

や
「
築
地
市
場
の
再
整
備

は
し
な
い
」と
明
言
し
た
。

こ
れ
で
は
詐
欺
師
天
国
・

日
本
だ
。
喝
！　
（
Ｆ
）


